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要旨：
　デザインの現場において「センス」という外来語がよく使用されるが，
その意味するところは曖昧である。
　筆者が従事するデザイン教育の場において学生が使用する「センス」
という言葉の裏には，デザインセンスが先天的能力であるという認識が
あるように思われる。しかしそれは教育従事者側の認識と異なるもので
ある。
　そこで，デザイン教育の視座から「センス」にまつわるコミュニケー
ションギャップの是正を試みるため，現状を把握し整理することとした。
　現在のグラフィックデザイン分野において使用される「センス」の意
味が統一されていないという事実を明らかにすることを本研究の目的と
し，調査方法はKJ法とした。近年のグラフィックデザイン関連書籍を
選定し，それらにおいて「センス」がどのような意味で使用されている
かが表れている部分を抽出したものを調査対象とし，分類整理を行うも
のである。
　先行研究ではいずれも「現代のセンスの意味は安定し，統一されてい
る」との見解が示されていたが，調査の結果「センス」の意味には先天
的・後天的という逆の意味が含まれ，混在しているということが本研究
で明らかになった。

１．はじめに

⑴　外来語「センス」について
　デザインの現場において，作者や作品を評
する際に「センス」という用語が頻出する。
しかしその言葉の意味するところは曖昧であ
り，必ずしも定義が一致していないままコミ
ュニケーションがなされているように思われ
る場面も少なくない。
　そもそも「センス」は英語で「感覚」など
の意味を持つ「sense」を語源としているが，

日本語においての意味はそれと異なり，芸術
分野では「美的判断力」，スポーツ分野では「身
体を操る能力」，ビジネス等では「思慮・良識」
のような意味をなすことが多いとされる。
　そのような意味での「センス」に近い言葉
として「コモン・センス（常識）」があるが，
中村雄二郎『共通感覚論』によればその淵源
は古代ギリシアのアリストテレスが説いた
「センスス・コムーニス」にあるとされる。
当初，その意味するところは「五感を統合し
て働く全体的な感得力」であったが，後のス
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トア派により「常識」という先述の「コモン・
センス」に繋がる意味が形成されていく。中
村はこの場合の「常識」を「実際的な理解力，
物事を正当な光のなかで見る人々の能力，健
全な判断力」のことであるとしており，その
定義はやはり現代の日本語における「センス」
のそれに通じるものがある。

⑵　問題の所在・研究の背景
　筆者が従事しているグラフィックデザイン
教育の場においても「センス」という言葉は
多く用いられるが，その大部分が否定的な意
味での使用という印象がある。学生同士が互
いの服装を褒め合う際に「センスがいい」と
肯定的に使用されるのに対し，デザイン作品
の制作にあたっては「センスが悪い」「セン
スがない」という使用が圧倒的に多くなる。
そこには「良いデザインは限られた人にしか
できない」という諦めのニュアンスまでが含
まれていると感じられる。これは，デザイン
のセンスとは生まれながらに持ち合わせた先
天的能力であるという解釈からくるものと推
察する。
　水野学『センスは知識からはじまる』に，
以下のような一節がある。水野が教鞭をとる
大学の授業で，学生にデザインや企画の「セ
ンス」について問われた際，発案に至る思考
過程を説明したが，それが自分の考えるセン
スの正体であることがどうしても理解されな
い，という内容である。その経験談を挙げて
水野は「センス問題は根深い」としている。
この一節から，「センス」の解釈を巡るコミ
ュニケーションの食い違いが起きているのは
筆者の周りだけではないことが伺える。
　このように「センスは生まれつき備わって
いるもので，後から変えられない」という解
釈が，教育の場に少なからず弊害をもたらし
ていると筆者は考えている。センスが先天的
能力であると解釈すると，つまりは「センス
は教育で習得させられない」という結論に至

るからである。
　そこに，本研究を通して「センス」という
言葉が現在どのような意味で使用されている
のかを把握し，整理することの意義がある。
　デザイン教育の視座から「センス」の意味
を統合する糸口を明らかにすることで，コミ
ュニケーションギャップの是正に関する知見
を得ることができると考えた。

⑶　研究の目的・方法
　現在のグラフィックデザイン分野において
使用される外来語「センス」の意味が統一さ
れておらず，特に「先天的」「後天的」とい
う点において両方存在しているという事実を
明らかにするとともに，コミュニケーション
ギャップの是正に関する知見を得ることが本
研究の目的である。
　以上の目的に向けて調査を行うが，その方
法は KJ 法とする。現代のグラフィックデザ
イン関連書籍を選定し，それらにおいて「セ
ンス」がどのような意味で使用されているか
が表れている部分を抽出した文章を対象と
し，分類整理を行うものである。

２．先行研究

　「センス」という外来語がどのような意味
で使用されているかを明らかにした先行研究
としては，佐藤琢三（2013）がある。
　そこでは新聞記事の記述を根拠として「感
覚」と「センス」という２つの単語の意味す
る内容の違いが明らかにされた。佐藤は「セ
ンス」の意味を「スポーツ，芸術，言語等の
ある特定の領域において，論理過程を経ずに
外界の情報として受容したり能動的に外界に
働きかける際の能力」と定義づけている。
　また，「センス」の意味がどのような変遷
を辿ったのかを明らかにした研究として，石
暘暘（2017）がある。
　石は，明治から現代にかけての100年の間
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で，意味の変容や新たな意味の出現など，日
本において「センス」という言葉がどのよう
なプロセスを経て変容してきたかを明らかに
した。またその中で，意味のバリエーション
の分類も試みている。「おわりに」では，現
代のデータ収集対象を新聞記事のみとしてい
ることや，使われる分野によって傾向に差が
出てくる可能性があることに言及し，それを
今後の課題としている。
　２つの先行研究に共通しているのは「現代
においてセンスの意味は安定し，統一されて
いる」という解釈である。しかしその点は，
先述した現場の実状と異なっているように思
われる。

３．現代の書籍における使用状況

　センスについての記述が見られる現代の書
籍から例を挙げると，『センスは知識からは
じまる』において水野は「センスとはつまり，
研鑽によって誰にでも手にできる能力と言え
ます。決して生まれつきの才能ではないので
す。」と述べている。
　一方で浅野桜は『はじめるデザイン〜知識，
センス，経験なしでもプロの考え方＆テクニ
ックが身に付く』において「デザイナーは選
ばれたセンスのある人だけがなれる仕事だと
いう意見がありますが，これは誤解です。生
まれつきのセンスや，天才的なひらめきは不
要なのです。」と述べている。
　これらはともに「デザイン能力は誰でも身
につけることができる」という点で同様の主
張であるにもかかわらず，「センス」という
言葉の使い方は全く逆になっている。
　以上のように，いくつか例を挙げただけで
もその解釈が異なっていることがわかる。

４．調査について

⑴　調査対象
　本研究は「センス」の意味について，現代
におけるグラフィックデザイン関連分野に対
象を限定し調査を実施することを独自性と捉
えている。そのため，調査対象を以下のよう
に定めた。

①　�2000年1月から2021年7月までに出版さ
れた，書名に「センス」を含む書籍の
うち2021年7月に北星学園大学図書館・
Amazon・Apple Books Store でそれぞれ
書名検索して該当したもの

②　�①のうちグラフィックデザイン関連分野
に属するもの。レイアウト・イラストレ
ーション・色彩を含む。建築・インテリ
ア・プロダクトを含まない。

③　�日本語における「センス」の意味の調査
なので，洋書は除外する。

④　�ムック本は雑誌に近い扱いとし，除外す
る。

　その結果該当した17冊の中で「センス」
の定義が表れていると筆者が判断した文章を
28箇所抽出し，調査対象とした。なお，そ
の内容については後の表２で提示する。

⑵　調査方法
　上記の対象を，2021年8月6日に行った大
学教員3人による KJ 法で分類整理した。
　なお，検討の際は石暘暘（2017）による
A~E の分類を基準とした（表１）が，「先天的」
「後天的」など新たな軸が発生することを想
定し，X・Y・Z の項目も設けている（図１）。
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表１　「センス」の意味の分類

意味A 良し悪しについて繊細な感覚を持
ち，見分ける能力

意味A’
繊細な感覚を持って見分ける能力を
生かし，生み出された物の優れたさ
ま

意味 B 人が刺激を受けて，受動的におのず
から生じる心理的感覚

意味C 意味・意義

意味D 繊細な感覚を持って見分け，遂行す
る能力

意味 E 単に「遂行する能力」

図１　KJ 法に使用したシート

⑶　調査結果
　各抽出箇所を検討した結果，以下のような
分類となった。（図２~ ４・表２）
　特筆すべき点は以下の３点である。
①�　A（17点）が最も多く，続いて D・E（各

５点）が多い。残りの１点は A’ であった。
これは石（2017）と概ね同様の結果である。

②�　今回の調査対象の中には，B および C
に該当するものはなかった。

③�　A に該当する記述の中でも異なる特色を
持つグループが形成されたため，以下のよ
うに細分化した。

　 A X ：知識や経験の蓄積を前提とした「A」
　 AY ：�生まれながらに持っていることを前

提とした「A」
　 A Z ：他者との関係性を前提とした「A」

図２　分類結果（全体）

図３　分類結果（AX 部分拡大）

図４　分類結果（AY・AZ 部分拡大）
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No  著者名  書　名  抽出箇所 分類結果

1

大内エキオ センスのデザイン 僕が、センスがいいとか、センスが悪いとか
をどういうときに思うかなと考えると、（略）
客観性があるか無いかということかなと、正
直思うんですよ。（福里真一）

AZ

2

こうあるべきだと思ってなくても、どれ
く ら い が 居 心 地 が い い か と い う と こ ろ
がセンスということかもしれませんね。 
（白鳥真太郎）

A

3

とにかく沢山こなすということですよ。（略）
そうすることによって、その辺りに転がって
いる言葉の中から、キラキラ光るコピーを
“ 見つけ出す ” 感覚を磨くことになるとも言
える。それこそセンスですよね。（岩崎俊一）

D

4

将 来 的 に よ い セ ン ス を 得 た り 高 め た り
す る に は、 や は り、 出 来 る だ け 多 く
の 洗 練 さ れ た あ る い は 上 質 の 情 報 収
集 に 尽 き る か も し れ な い。 セ ン ス は
そ れ ら の 情 報 か ら 得 る 広 い 意 味 で の 
「質感表現」の理解に落ち着くのではないか
と思う。

D

5

センスは長年のキャリアが培うものだと言わ
れる向きがあるが、筆者はそう時間をかけず
に得られるのではないかという観点に立って
いる。なぜかというと、センスはその構造の
核心が情報だからである。

AX

6

いいものをいっぱい見ることは大事なんだけ
れども（略）そこに選択眼がないとだめだと
いうこと。まさにそのチョイスにセンスを求
められるんだけど（略）価値って相対的なも
のだから。その人にとっての絶対価値を高め
ていく必要があるんじゃないかな。（副田高行）

A

7

センスというのは、ある種生き方だと思うん
です。生きることに対する愛着とか、愛情と
か、生きることに丁寧であるということが、
センスある人がセンスを発揮するかなり基本
的な姿勢ではないかと思うんです。（岩崎俊一）

AY

8
水野学 センスは知識から

はじまる
「センスのよさ」とは、数値化できない事象
の良し悪しを判断し、最適化する能力である。 D

9

いくら瞬時に物事を最適化できる人がいたと
しても、その人のセンスは感覚ではなく、膨
大な知識の集積なのです。センスとはつまり、
研鑽によって誰にでも手にできる能力と言え
ます。決して生まれつきの才能ではないので
す。

AX

10
知識に基づいて予測することが、センスだと
考えているのです。 AX

11
センスの最大の敵は思い込みであり、主観性
です。思い込みと主観による情報をいくら集
めても、センスはよくならないのです。

AZ

表２　対象書籍と抽出箇所及び分類結果
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No  著者名  書　名  抽出箇所 分類結果

12

中川佳子 『情報を見せる』
技術〜ビジュアル
センスがすぐに身
につく〜

意識すべき点は、ビジュアル表現に関わるも
のを「アート的ひらめきなど（略）」と「ロ
ジカル（略）技術的な部分」にわけて考える
ということです。そうすれば、現在＜センス
＞という一言で片付けられているものも（略）
確実に積み上げていけると考えることができ
るでしょう。

D

13

もしこの世の中に（略）他者が一人もいなか
ったとしたら、人は美的センスについて考え
たりするでしょうか？（略）多くの人は、他
者との関係の中で生きていくことが基本とな
ります。平たく言えば（略）より良い関係を
発展的に築いていけるか？が問題なわけです。

AZ

14

私たち日本人は、センスという言葉を普段は
無意識に、より狭い個人の趣味や審美眼、好
みという主観的意味合いで、しかもその対象
であるものを装飾する場合にも使っているこ
とがわかります。

A'

15

ウジトモコ デザインセンスを
身につける

デザインセンスに自信のない人は、デザイン
とはデザイナーの「ひらめき」や「感性」か
ら生まれるものと考えがちですが、技術です
から、正しく学べば誰でも必ず身につけられ
るものです。

E

16

「見せる」あるいは「見せることで伝える」
ことはすべての表現行為に共通するもので
す。「相手の立場という視点」を持てるかど
うかということは、デザインセンスの基本中
の基本です。

AZ

17

「ふさわしさ」すなわちトーン・アンド・マ
ナーを理解すること。これこそ「デザインセ
ンス」を語る上で最重要課題といえるでしょ
う。

AX

18

鎌田隆史 センスがないと思
っている人のため
の読むデザイン

センスがいいと言われているデザイナーは、
身のまわりのすべてのものから意識的にデザ
インのエッセンスを取り入れ、必死に「デザ
インのもと」を探すことで、自分のセンスを
毎日磨いているのです。

AX

19

色やレイアウトを決定していくとき、デザイ
ナーは感性だけでデザインをしているわけで
はありません。こうしたらきれいに見えると
いう基本原則・ルールを使いこなして「セン
スがいいデザイン」を意識して作り上げてい
るのです。

D

20

小町谷朝生
・大関徹 ( 監修 )

目で覚える色彩セ
ンス

配色センスのシェイプアップには、感性の学
習が不可欠となります。「色を感じること」
は「配色センスを磨くこと」になると再認識
しなければなりません。

AX

21
ヨシタミチコ ヨシタミチコの色

彩術　色と香りで
センスアップ

センスのポイントは色合わせです。
E
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No  著者名  書　名  抽出箇所 分類結果

22

菅原令子 配色センスアップ
講座

「色のセンスがよい」というのはどういうこ
とかを考えてみると、色を使うことで周囲の
人が「いいな、素敵だな」と嬉しく幸せに感
じるような演出ができるということでしょう
か。

AZ

23

リアトリス
アイズマン
・武川カオリ

色彩センス 色を扱う仕事をしている人は幼い頃から色彩
センスがあるのだと思いますが、同時に努力
すれば色の可能性を広げるための「目」は養
うことができると思います。

AY

24

尾沢早飛 デザインの基本ノ
ート 仕事で使える
センスと技術が一
冊で身につく本

デザイナーなのに言葉で考えるなんて、不思
議に感じるかもしれませんが、センスだけを
頼りにデザインをしていても、後々クライア
ントから「なぜこういったデザインにしたの
ですか？」と質問された時に答えられなくな
ってしまいます。

AY

25

浅野桜 はじめるデザイン　
知識、センス、経
験なしでもプロの
考え方＆テクニッ
クが身に付く

デザイナーは選ばれたセンスのある人だけが
なれる仕事だという意見がありますが、これ
は誤解です。生まれつきのセンスや、天才的
なひらめきは不要なのです。

AY

26

深田美千代 センスがなくても
大丈夫！ まねるだ
けで伝わるデザイ
ン

さて、ロゴはできましたか？デザインのセン
スより、なぜ？と自問することが大事。

E

27

Ingectar-e 見てわかる、迷わ
ず決まる配色アイ
デア 3色だけでセ
ンスのいい色

３色配色のコツを覚えるだけで、誰でもセン
スよくまとめられます。

E

28

山口茂 POP1年 生 セ ン ス
がなくても POP は
書ける！

センスとは何でしょうか？多くの人が POP
に必要だと思い込んでいるのは「イラストが
上手」「文字が上手」「色使いのバランスがい
い」などの美的センスです。

E

-
藤本やすし 雑誌をデザインす

る人と現場とセン
スの秘密

該当箇所なし（本文中に一度も「センス」が
使用されていない）

-

藤岡功 なっとくレイアウ
ト　感覚やセンス
に頼らないデザイ
ンの基本を身につ
ける

該当箇所なし（本文中に一度も「センス」が
使用されていない）

-

しろくま
ななみん

ボールペン1本でセ
ンスがいいってほ
められる ! ゆるっ
とかわいいイラス
トの描き方

該当箇所なし（本文中に一度も「センス」が
使用されていない）
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５．分析・考察

⑴　調査結果の分析
　先行研究では「現代のセンスの意味は安定
し，統一されている」との見解が示されてい
たが，調査の結果，グラフィックデザイン分
野の書籍で使用されている「センス」の意味
には統一しがたい多義性があった。
　まずは「A」と「E」についてであるが，
前者は「見分ける能力（判断力）」，後者は「遂
行する能力（技術力）」である。「D」のよう
に両方を合わせた意味で使用されていること
もあったが，単にどちらかの意味である場合
のほうが多く，それらをひとつの定義で説明
するのは困難である。
　続いて「A」の中で細分化した「AX」と「AY」
についてである。前者は「後天的な A」，後
者は「先天的な A」である。「センス」の意
味に先天的・後天的という前提が含まれ，か
つ両方が混在していることについては先行研
究で言及されておらず，本研究で明らかにな
ったことと言える。
　他にも「AZ」として，他者から評価され
て初めて「センス」は存在しうる，測りうる
という解釈も複数見られた。

⑵　考察
　以上の結果を踏まえ，デザイン教育の視座
から「センス」の意味の望ましい形について
考察していきたい。
　まず，調査結果に AY が一定数あったが，
教育の場において使用される「センス」とい
う言葉に「生まれつきの能力であり，後から
は身につかない」というニュアンスが含まれ
ることは望ましくない。学生がそのように解
釈すると「努力する意味がない」と思い至り，
結果として挫折に結びつく可能性があるから
である。
　今回の調査結果では「後から身につけられ
る・磨くことができる」との解釈をする記述

（AX）のほうが多かった。このことからも，
「センス」は後天的なものであると考えるほ
うが妥当かつ有益であろう。少なくともデザ
イン教育の場では，そちらに統一するほうが
望ましい。
　学生側の認識が変われば，デザインセンス
を磨くことを目的とした教育プログラムの意
義も伝わりやすくなり，より円滑に展開する
ことができるはずである。
　また，「判断力（A）」「技術力（E）」どち
らかの意味に偏ってしまうことも，デザイン
教育においてはふさわしくない。ビジネス
や，着る側としてのファッションなどであれ
ば「判断力」があれば目的は達せられるが，
作品を創り出す立場においては，両方がバラ
ンス良く備わって初めて「センス」は発揮さ
れるからである。そのような場面において最
もふさわしい「センス」の定義は D の「繊
細な感覚を持って見分け，遂行する能力」で
あると考えられる。
　さらに，A 群の中で一つ異質に見える AZ
も重要な意味を持っている。「客観性・他者
の評価」といった判断基準は AX や D とも
矛盾なく共存でき，かつ「繊細な感覚を持っ
て見分ける」という解釈に根拠を与え，補強
する役割となりうる。
　以上のような認識をデザイン教育に取り入
れることによって学生は，訴求したいメッセ
ージやターゲット，同カテゴリーの他作品が
示す傾向などを把握した上でオリジナリティ
を加味し，最も適切な表現に技術力を投入す
る術を習得していくこととなる。そして，そ
れがグラフィックデザインにおける「センス」
の正体であることに自ら気づくことができる
はずである。これは，デザイン教育が目指す
最大の成果であると言ってもよいであろう。
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６．おわりに

　本研究では , 現在のグラフィックデザイン
分野において使用される外来語「センス」の
意味が統一されていないという事実を明ら
かにすることを目的とし , 関連書籍の記述を
KJ 法により分類整理した。
　その結果，「センス」という言葉には異な
る解釈が混在しており，先行研究が明らかに
したような単一の定義に留まっていないこ
と，特に「先天的」「後天的」という点にお
いて全く逆の解釈があることが明らかになっ
た。
　先行研究の対象が，日本語を正しく使用す
ることが求められる新聞であったことに対
し，本研究の対象が書籍であったことも結果
の違いに影響していると思われる。しかし，
デザイン能力を身につけたいと考える人が手
に取る専門書がそのような状況になっている
ことはやはり問題である。今後，デザイン関
連の書籍が発行されるにあたっては，より望
ましい形で「センス」という言葉を使用して
ほしいと願う。
　またその一方で，グラフィックデザイン教
育において「センスが後天的に身についた，
向上した」と学生が実感できる体験をいかに
提供するかは教育従事者の課題となる。「セ
ンス」の意味にギャップを生まないデザイン
教育のあり方は，我々が今後取り組んでいく
べき重要なテーマである。
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